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〒420 －0032　静岡市葵区両替町２丁目４-１５（静岡Ｏ.Ｎビル８階） 

静岡エネルギー・環境懇談会
TEL（054 ）253 －4140　　FAX（054 ）253 －4160

平成28年　新年ご挨拶 
静岡エネルギー・環境懇談会　会 長　奥 野　健 二 

　謹んで新年のご挨拶を申しあげます。 
　会員の皆さまには、ご家族お揃いで明るい年をお迎えのことと、心からお喜び申しあげます。  
　さて、昨年を振り返りますと、再生可能エネルギーの分野にあっては、太陽光利用による発電は引き続き
伸びを示しており、本年４月に始まる電力の小売り完全自由化に向けて、数多くの事業者がこの再生可能
エネルギーを主電源とする電力販売を行う見込みとの報道があります。 
　また、火力エネルギーの分野にあっては、国内各地で計画されている複数の石炭火力発電所の建設に
関し、環境省が地球温暖化防止の観点から電力会社同士で抑制を図るよう求めているとのことですから、計画通りに進めるのは厳し
い現状のようです。 
 なお、静岡市清水区内で計画されている清水天然ガス発電所（仮称）は、３基計約170万ｋＷの出力で、平成３０年４月の着工を目指し
ているとされ、環境影響評価法に基づく「環境配慮書」の手続きを終えて、「環境影響評価方法書」の手続きに入っています。 
　原子力エネルギーの分野では、８月と１０月に九州電力�の川内原子力発電所１，２号機が運転を再開し、一昨年９月に関西電力�
の大飯発電所４号機が定期検査のため停止して以降、国内の原子力プラントは全４８基が稼働していない状況が続いていましたが、
約１年１１カ月ぶりに「原子力ゼロ」の事態が解消されました。 
　昨年１２月には関西電力�の高浜発電所３，４号機が、地元高浜町と福井県の運転再開同意を得ており、２４日には福井地方裁判所
が、４月に同地裁が下した運転再開禁止を求める仮処分決定の不服申し立てを認めて、仮処分を取り消す決定を下していることから、
関西電力では順次運転再開に向けて準備していくようです。 
　このような状況下で、昨年１１月３０日～１２月１２日にフランスパリで開催された、国連気候変動枠組条約第２１回締約国会議（ＣＯＰ２１）
では、最終日に世界共通の長期目標として気温上昇を産業革命前に比べて１．５℃に抑えることなどを含む新たな枠組みの「パリ協定」
が採択されました。 
　わが国は、「２０３０年度までに、２０１３年度比で温室効果ガスを２６％削減する」と公表されておりますが、 これは一昨年４月に定めら
れた「第４次エネルギー基本計画」に基づいて昨年７月に策定された「長期エネルギー需給見通し」の中で示された、「再生可能エネ
ルギー２２～２４％（２０１３年度実績１１％）、原子力２０～２２％（同１％）、石炭２６％（同３０％）、天然ガス２７％（同４３％）、石油３％（同１５
％）」という２０３０年度の電源構成を遵守することが大前提となります。  
 このように地球温暖化防止策は我 に々とって避けて通れないものです。昨年実施した環境に関するシンポジウムでも、環境の専門家
が「節電だけで解決できる問題ではない。エネルギー問題に関心を持つことが大切」と発言されており、二酸化炭素を排出しない再生
可能エネルギーや原子力エネルギーを利用しないと目標は達成できないことから、改めて当懇談会としてもバランスがとれたエネルギー
ミックスの重要性を発信し続けていくことが大切との思いを強くした次第です。 
　一方、原子力エネルギーの利用を進めるにあたって、一般の方の放射線への不安やご心配は、東京電力�福島第一原子力発電
所事故以降依然として根強いものがありますが、太古の時代から宇宙線や大気・大地からの自然放射線を受けてきていることなどを
含め、正確な情報提供はこれまで以上に必要と考えており、次世代層の子ども達のみならず大人を含めた一般層への啓発活動も重
要と考えています。 
　この会報56号では、７～１２月の間に県内各地で実施した放射線の飛跡観察実験等のイベントの様子や、参加者へのアンケート結
果を特集として掲載していますので、是非ご覧いただき、会員皆さまにはこのようなイベントや地域での啓発会の場等の情報提供をお
願いしたいと思います。 
　結びとなりますが、皆さまの今後益々のご活躍とご健勝・ご多幸をお祈り申しあげ、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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原子力規制委員会は、緊急作業時におけ
る被ばく線量限度を実効線量250mSvに
引き上げることなどを盛り込んだ関係規
則類の改正案を了承した。（放射線審議
会に諮問し、答申を経て28年4月から施
行される見込み） 
九州電力は、川内原発1号機の燃料装荷を
終了した。（157 体） 
原子力規制委員会は、四国電力伊方原発3
号機の原子炉設置変更を許可した。（川
内原発1,2号機、関西電力高浜原発3,4号
機に続き5基目） 
日本原電は、東海原発で発生する極低レ
ベル放射性廃棄物（L3廃棄物）の近隣同
社有地埋設に関して、30年度中の操業開
始を目指し、原子力規制委員会に事業許
可を申請した。 
原子力規制委員会の放射線審議会は、緊
急作業時における被ばく線量限度を実効
線量250mSvに引き上げることなどを盛
り込んだ関係規則類の改正案を妥当とす
る答申をまとめた。 
原子力規制委員会は、BWR（沸騰水型軽
水炉）の安全審査について、当面東京電
力柏崎刈羽原発6,7号機を優先するとの方
針を表明した。 
九州電力は、川内原発1号機の原子炉を起
動した。（8.14発電再開、9.10営業運転
復帰） 
国際原子力機関（IAEA）は、公式ホーム
ページで「福島第一原発事故報告書」を
公開した。 
IAEA は、世界の原子力発電設備容量に関
する長期的な見通しを分析した報告書
「2050年までのエネルギー、電力、原子
力発電予測（2015年版）」を公表した 。 
九州電力は、川内原発2号機の燃料装荷を
終了した。（157 体） 
日本原電は、原子力規制庁に「敦賀原発
敷地内破砕帯評価に関する意見書」を提
出した。 
林幹雄衆議院議員が経済産業大臣に就任。 
（第三次安倍改造内閣） 
愛媛県議会は、四国電力伊方原発の「早
期再稼働を求める請願」を採択した。 
九州電力は、川内原発2号機の原子炉を起
動した。（10.21発電再開、11.17営業運
転復帰） 
愛媛県伊方町長は、愛媛県知事に四国電
力伊方原発の再稼働を容認する意向を伝

えた。（10.26愛媛県知事は四国電力に
再稼働容認を伝達） 
日本原電は、敦賀原発2号機の新規制基準
適合性審査を原子力規制委員会に申請した。
（計11社　16原発　26基） 
原子力規制委員会は、もんじゅの保守管
理不備に関し、監督官庁の文部科学省に
対して、「日本原子力研究開発機構に代
わってもんじゅの出力運転を安全に行う
能力を有する者を具体的に特定するよう」
勧告した。 
日本原燃は、再処理工場とMOX燃料工場
の竣工時期を、それぞれ2016年3月→
2018年上期、2017年10月→2019年上
期へ変更すると発表した。 
資源エネルギー庁は、「2030年における
非化石電源比率を原則44%以上」とする
旨発表した。 
関西電力は、美浜原発3号機の60年まで
の運転期間延長認可を原子力規制委員会
に申請した。 
福井県高浜町長は、町議会で関西電力高
浜原発3,4号機の再稼働に同意すると表明
した。 
11.30からパリで開催中の国連気候変動
枠組条約第21回締約国会議(COP21)で、
世界共通の長期目標として、「気温上昇
を産業革命前比1.5℃に抑えること」や「主
要排出国を含むすべての国が削減目標を5
年ごとに提出してレビューを受けること」
等を含む新たな法的枠組み「パリ協定」
が採択された。 
福井県議会は、本会議で関西電力高浜原発
3,4号機の再稼働を進める決議を採択した。 
政府の原子力防災会議が開催され、関西
電力高浜原発に係る緊急時対応の確認結
果を了承し、議長の安倍首相は原発の再
稼働を進める政府方針として「原発事故
時の国による最終責任」を明言した。 
福井県知事は、関西電力高浜原発3,4号機
の再稼働に同意すると記者会見した。 
福井地裁は、関西電力が不服申し立てた「高
浜原発3,4号機の再稼働を認めない仮処分
決定への異議」を認め、4.14の福井地裁
仮処分決定を取り消す決定を出した。 
福井地裁は、周辺住民が求めた「大飯原
発3,4号機の再稼働を認めない仮処分の申
し立て」を却下した。 
関西電力は、高浜原発3号機の燃料装荷を
終了した。（157体：MOX 燃料24体含む） 
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（Ｈ27.7.1～12.31） 
原子力関連ニュース 
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中部電力浜岡原子力発電所の状況 今後の主な行事予定（1～6月） 
運転状況（平成27年12月31日現在） 
　中部電力では、平成25年7月に施行された原子力
規制委員会の新規制基準に適合させるために、津
波対策や地震対策に加えて、フィルタベントの設
置や緊急時対策所の増築等過酷事故対策を実施し
ているとのことです。 
　平成26年2月14日に4号機を、平成27年6月16日
には3号機の新規制基準への適合性審査申請を行い
ましたが、平成 27年8月6日、原子力規制委員会か
ら「BWRについては東京電力の柏崎刈羽原発 6,7
号機の審査を優先する」との方針が示され、中部
電力は「柏崎刈羽原発の審査状況を浜岡原発に生
かしていく」としています。 
　完工時期については、4号機の平成28年9月頃、
3号機の平成29年9月頃となる見通しに変更はない
とのことです。 
　また、廃止措置中の1,2号機は、解体準備工事期
間の第1段階を終え、平成27年3月16日に第2段階
の原子炉領域周辺施設撤去対応に向けて、廃止措
置計画変更認可申請が行われ、排気筒や建屋内の
原子炉領域周辺設備であるタービン設備等の解体
撤去に入っているとのことです。 
　第2段階では、放射性廃棄物として扱う必要がな
いもの、および分別・除染により放射性物質とし
て扱う必要がなくなるもの（クリアランス対象物）
から解体するとのことです。 
　なお、第2段階以降に発生する放射性廃棄物につ
いては、第2段階に着手する前に廃棄先を定めるこ
ととしていましたが、廃棄先が決まるまでの間1,2
号機建屋内に安全に保管することにしたとのこと
です。 

講演会・セミナー 
①エネルギー講演会　 
　実施日：平成28年1月23日（土） 
　場   所：静岡労政会館大ホール（静岡市葵区） 
　時   間：14：00～16：20 
　演   題：エネルギーとわたしたちの暮らし 
　講師①：(一財)日本エネルギー経済研究所  小山 堅氏 
　講師②：弁護士 北村晴男氏 
②料理教室＆食品と放射線セミナー（静岡新聞アステン主催） 
　実施日：平成28年2月25日（木） 
　場   所：くりっぴーぷらざ（藤枝市青木） 
　時   間：10：00～14：45 
　講師①：料理研究家 本田淑美氏 
　講師②：東京都市大学原子力研究所准教授 岡田往子氏 
 
企画展（放射線の飛跡観察実験または放射線測定）
①サイエンス玉手箱（主催：静岡科学館） 
　実施日：平成28年1月16日（土） 
　場   所：静岡科学館る･く･る（静岡市駿河区） 
　時   間：13：30～15：30 
②自主企画イベント 
　実施日：平成28年6月25日（土）26（日）【予定】 
　場   所：浜松科学館（浜松市中区） 
　時   間：10：00～16：00 
 
見学会・出張授業・出前教室（随時受付） 

編 集 後 記  編 集 後 記  
　9月と10月に浜松市内と静岡市内で開催した地球温暖化問題を考えるシンポジウムでは、各
会場150名の募集人員に対して両会場で計434名の方に参加いただきましたが、事前申込者は 
580名でしたので皆さまの関心が相当高いことが分かります。12月にはＣＯＰ21が開催され、
世界規模での地球温暖化防止のための目標が示されましたが、皆さまに関心を持続していただ
けるように、これからもエネルギー・環境に関する情報発信に努めてまいりますのでご支援・
ご協力をお願いいたします。（Ｍ） 


